
1 

 

 

 ケアマネジャーアンケート調査 結果抜粋 
留意点 
分析結果を見る際の留意点は以下のとおりです。 
①「n」は「number」の略で、比率算出の母数です。 
② 単数回答の場合、本文および図表の数字に関しては、すべて小数点第２位以下を四捨五入し、小数

点第１位までを表記。このため、百分率の合計が 100.0％とならない場合があります。  
③ 複数回答の場合、図中に MA（Multiple Answer ＝いくつでも）、3LA（3 Limited Answer＝３つま 

で）と記載しています。また、不明（無回答）はグラフ・表から除いている場合があります。 
④ 今回調査の新規設問（前回調査で設問がない場合）は、設問文の前に新と記載しています。 
 

調査対象者本人について 

●問１ あなたの性別をご記入ください。（○は１つ） 

○ 性別について、「男性」が 19.5％、「女性」が 80.5％となっています。 

【性別】 

 

 

●問２ あなたの年齢をご記入ください。（○は１つ） 

○ 年齢について、「50 歳代」が 36.6％で最も高く、次いで「60 歳代」が 31.7％、「40 歳代」

が 17.1％となっています。 

○ 前回調査と比較し、50歳代以上の割合が高くなっています。（67.2％→78.1％） 

【年齢】 
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●問３ ケアマネジャーとしての経験年数を選択してください。（○は１つ） 

○ 経験年数について、「５年以上」が 73.2％で最も高く、次いで「３～５年未満」が

14.6％、「1年～３年未満」が 9.8％となっています。 

○ 前回調査と比較し、３年未満の割合が低くなり、３年～５年未満の割合が高くなっていま

す。 

【経験年数】 
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ケアプランについて 

●問11 ケアプランを作成する際、地域の居場所、サロン等の地域資源やインフォーマルサ

ービスを活用していますか。（○は１つ） 

○ 地域資源・インフォーマルサービスの活用状況について、「している」が80.5％となってい

ます。 

【地域資源・インフォーマルサービスの活用状況】 

 

 

●問13 ケアプランを作成する上で、困ることはありますか。（○は１つ） 

○ ケアプラン作成における困難感の有無について、「ある」が 75.6％となっています。 

【ケアプラン作成における困難感の有無】 
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●問13-1 【問13で「１．ある」と回答された方】どのようなことで困ることがありました

か。（いくつでも〇） 

○ ケアプラン作成における困難内容について、「利用者本人と家族の意向が合わない」が

71.0％で最も高く、次いで「家族が遠方にいることや仕事で多忙のため連絡がとりづら

い」が 67.7％、「利用者負担があるため必要なサービス利用を控える」が 64.5％となって

います。 

○ 前回調査と比較し、「主治医と連携がとりにくい」が前回より 21.4％低くなっています。 

○ また、「本人が独居などのため相談相手がいない」が前回比で 18.2％高く、「家族が遠方に

いること等のため連絡がとりづらい」が前回比で 16.5％高くなっています。 

【ケアプラン作成における困難内容】 
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必要以上のサービスを要求される

主治医と連携がとりにくい

サービス提供事業所と連携がとりにくい

希望事業者のサービスが提供できない

利用者・家族と自分の意見が合わない

他事業者の情報が不足している

行政・地域と連携がとりにくい

利用者から新しい総合事業の

サービス希望があるが提供が難しい

インフォーマルサービスの情報が不足している

その他

今回調査（n=31）

前回調査（n=43）

(MA%)
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介護保険サービスについて 

●問15 自分自身や他のケアマネジャーが円滑に業務を行う上での課題は何ですか。（いくつ

でも〇） 

○ 業務上の課題について、「ケアプラン作成の事務量が多い」が 82.9％で最も高く、次いで

「介護報酬に結びつかない業務が多い」が 73.2％、「ケアプランの変更手続きが煩雑」が

53.7％となっています。 

○ 前回調査と比較して、「ケアプラン作成の事務量が多い」の割合が高くなっています。 

【業務上の課題】 
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アセスメントが十分ではない

住宅改修事業者等との連絡調整が図りづらい

サービス提供事業所との連絡調整が図りづらい

経験が不足している

その他

特に問題を感じることはない

[今回調査なし]

[前回／無回答]
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前回調査（n=52）
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他機関・団体等との連携について 

●問18 サービス提供事業所との関係における課題はどのようなことですか。（いくつでも

〇） 

○ サービス提供事業所との関係における課題について、「特に問題はない」が56.1％で最も高

く、次いで「双方で打ち合わせをする時間が持てない」が 31.7％となっています。 

【サービス提供事業所との関係における課題】 

 

●問21 主治医との連携を図る上での課題は何ですか。（いくつでも〇） 

○ 主治医との連携における課題について、「多忙で連絡がとりにくい」が58.5％で最も高く、

次いで「文書のやり取りのみで面識がない」が 56.1％となっています。 

【主治医との連携における課題】 
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ないため返事がもらえない

勤務日や時間が一致しない

主治医の意見と利用者の利用希望が一致しない
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特に課題はない

[今回調査なし]

[前回／無回答]

今回調査（n=41）

前回調査（n=52）

(MA%)
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●問24 口腔ケアに関して歯科医師との連携を図る上での課題は何ですか。（いくつでも〇） 

○ 歯科医師との連携における課題について、「特に課題はない」が31.7％で最も高く、次いで

「面識がなく連絡が取りにくい」が 29.3％、「利用者からの要望がない」が 26.8％となっ

ています。 

【歯科医師との連携における課題】 

 

●問26 入退院において入院先の病院との連携を図る上での課題は何ですか。（いくつでも

〇） 

○ 入院先の病院との連携課題について、「急な退院の連絡で対応が困難」が 58.5％で最も高

く、次いで「医療機関の日程に合わせた会議の開催など調整が難しい」が39.0％、「退院カ

ンファレンスが行われない」が 34.1％となっています。 

【入院先の病院との連携課題】 
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医療機関の日程に合わせた
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前回調査（n=52）
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●問27 現在、地域包括支援センターが、高齢者が住み慣れた地域で生活を続けられるよう

取組を行っていますが、その役割を果たしていると思いますか。（○は１つ） 

○ 地域包括支援センターの役割遂行評価について、「ある程度果たしていると思う」が63.4％

で最も高く、次いで「あまり果たしていると思わない」「わからない」が 12.2％、「十分果

たしていると思う」が 9.8％となっています。 

○ 前回調査と比較し、「十分果たしている」または「ある程度果たしている」の割合が高くな

っています。（５割→７割超） 

【地域包括支援センターの役割遂行評価】 

 

 

 

●問28 困難事例などを地域包括支援センターに相談したことがありますか。（○は１つ） 

○ 地域包括支援センターへの相談経験について、「ある」が 80.5％となっています。 

【地域包括支援センターへの相談経験】 
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●問28-1 【問28で「１．ある」と回答された方】相談したことによって、問題解決に役立

ちましたか。（○は１つ） 

○ 困難事例相談による問題解決の効果について、「役に立った」または「ある程度役立った」

が８割超となっています。 

【困難事例相談による問題解決の効果】 

 

 

●問29 地域包括支援センターに機能強化してほしいと思うことは何ですか。（いくつでも〇） 

○ 地域包括支援センターに機能強化してほしいことについて、「困難事例への支援の充実」が

80.5％で最も高く、次いで「介護者支援の充実」が29.3％、「民生委員・児童委員、自治会

との連携強化」が 26.8％となっています。 

【地域包括支援センターに機能強化してほしいこと】 
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困難事例への支援の充実

研修・指導内容の充実

介護者支援の充実

相談機会の増加、緊密な情報交換

情報提供の充実

関係機関の紹介

地域との交流機会の増加

民生委員・児童委員、自治会との連携強化

介護予防活動の充実

医療と介護の連携強化に向けた支援の充実

地域の関係機関とのネットワークづくり

その他

[今回調査なし]

[前回／無回答]

今回調査（n=41）

前回調査（n=52）

(MA%)
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高齢者施策全般について 

●問31 高齢者への福祉サービスで守山市が充実すべきサービスや支援活動は何ですか。（い

くつでも〇） 

○ 市が充実すべきサービス・支援について、「移動手段の充実」が68.3％で最も高く、次いで

「高齢者を地域で見守るなどの住民による助け合い活動の取り組み」が63.4％、「介護して

いる家族等の支援」が 56.1％となっています。 

【市が充実すべきサービス・支援】 

   

31.7 

48.8 

39.0 

17.1 

63.4 

24.4 

9.8 

22.0 

48.8 

34.1 

29.3 

14.6 

68.3 

7.3 

56.1 
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0 20 40 60 80 100

健康づくり対策の充実

認知症対策の充実

介護予防対策の充実

ボランティア活動のための場の確保

高齢者を地域で見守るなどの住民による助け合い

活動の取り組み

高齢者の働く場の確保や就職のあっせん

生涯学習やスポーツ、レクリエーション活動の機

会の充実

世代間交流の場づくり

在宅介護サービスの充実

施設介護サービスの充実

身近で「通い」や「泊まり」などのサービスが受

けられる事業所等の充実

高齢者向け住宅の普及

移動手段の充実

建物・道路など高齢者に配慮したまちづくり

介護している家族等の支援

その他

今回調査（n=41） (MA%)

新 
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●問32 ケアマネジャーへの対応として、行政に期待することは何ですか。（いくつでも〇） 

○ 市に期待するケアマネジャーへの対応について、「介護保険の迅速な要介護認定」が65.9％

で最も高く、次いで「介護保険制度（総合事業を含む）に関する情報の提供」「ケアマネジ

ャーの地位向上に関する取組」が 53.7％となっています。 

【市に期待するケアマネジャーへの対応】 

 

  

53.7 

34.1 

53.7 

4.9 

26.8 

17.1 

65.9 

17.1 

4.9 

22.0 

0.0 

29.3 

4.9 

55.8 

23.1 

42.3 

5.8 

25.0 

26.9 

65.4 

7.7 

3.8 

7.7 

0.0 

3.8 

3.8 

0 20 40 60 80 100

介護保険制度（総合事業を含む）に関する情報の

提供

保健・福祉サービスの情報提供

ケアマネジャーの地位向上に関する取組

ケアマネジメントの質の向上に向けたケアプラン

点検の実施

研修会・講習会の実施

医療との連携強化対策

介護保険の迅速な要介護認定

ケアマネジャーの公正・中立性を確保する対策

事業所の指導・監督等

居宅介護支援事業所の独立性を尊重する対策

事業者評価事業の実施

[今回／申請のICT化]

[前回調査選択肢なし]

その他

[今回調査なし]

[前回／無回答]

今回調査（n=41）

前回調査（n=52）

(MA%)
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●問33 インフォ―マルサービスの充実に向けて、地域にどのような活動があれば良いと思

いますか。（いくつでも〇） 

○ 地域にあるとよい活動について、「災害等の緊急時の対応」が 70.7％で最も高く、次いで

「外出時の付き添いや介助」が 68.3％、「高齢者の見守り活動」が 58.5％となっていま

す。 

○ 前回調査と比較し、「災害等の緊急時の対応」の割合が高くなっています。 

【地域にあるとよい活動】 

   

70.7 

58.5 

68.3 

34.1 

34.1 

17.1 

41.5 

4.9 

55.8 

67.3 

73.1 

30.8 

32.7 

13.5 

51.9 

28.8 

7.7 

3.8 

1.9 

0 20 40 60 80 100

災害等の緊急時の対応

高齢者の見守り活動

外出時の付き添いや介助

サークルや趣味の活動

住民同士の交流活動

市役所・社会福祉協議会等との連携

[今回／日常生活上の支援]

[前回調査なし]

[今回調査なし]

[前回／家事の支援活動]

[今回調査なし]

[前回／健康づくりや介護予防に関する活動]

[今回調査なし]

[前回／隣近所や友人・知人による会食]

その他

[今回調査なし]

[前回／無回答]

今回調査（n=41）
前回調査（n=52）

MA(%)
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●問34 介護予防・日常生活支援総合事業のサービスについて、課題に思うことは何です

か。（いくつでも〇） 

○ 総合事業サービスの課題について、「サービスの選択肢が少ない」が73.2％で最も高く、次

いで「事業所のサービスの内容が分かりにくい」が 26.8％となっています。 

【総合事業サービスの課題】 

 

 

 

●問35 介護予防・日常生活支援総合事業のサービスについて、今後どのような分野が必要

と考えますか。（いくつでも〇） 

○ 総合事業で今後必要とされる分野について、「訪問型サービス D（移動支援）」が 75.6％で

最も高く、次いで「訪問型サービス B（住民主体による支援）」が 29.3％となっています。 

【総合事業で今後必要とされる分野】 

 

 

  

26.8 

2.4 

73.2 

9.8 

12.2 

0 20 40 60 80 100

事業所のサービスの内容が分かりにくい

利用者負担が高い

サービスの選択肢が少ない

その他

特になし

今回調査（n=41） (MA%)

29.3 

4.9 

75.6 

17.1 

14.6 

17.1 

0 20 40 60 80 100

訪問型サービスB（住民主体による支援）

訪問型サービスC（短期集中予防サービス）

訪問型サービスD（移動支援）

通所型サービスB（住民主体による支援）

通所型サービスC（短期集中予防サービス）

特になし

今回調査（n=41） MA(%)

新 

新 
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●問36 今後、認知症施策を進めていく上で、守山市は特にどのようなことに重点を置くべ

きだと考えますか。（上位３つまで〇をつけてください） 

○ 守山市が重点を置くべき認知症施策について、「家族の精神的な負担を緩和する取組」が

61.0％で最も高く、次いで「認知症に関する正しい理解を広める取組」が43.9％、「認知症

を早期に発見し、予防活動や専門医療機関につなげる取組」「近隣住民などによる見守り」

が 26.8％となっています。 

【守山市が重点を置くべき認知症施策】 

   

61.0 

22.0 

43.9 

26.8 

4.9 

26.8 

4.9 

19.5 

12.2 

17.1 

4.9 

17.1 

4.9 

9.8 

0.0 

2.4 

0.0 

0 20 40 60 80 100

家族の精神的な負担を緩和する取組

家族を対象に、介護やコミュニケーション方法等

の研修会の開催

認知症に関する正しい理解を広める取組

認知症を早期に発見し、予防活動や専門医療機関

につなげる取組

若年性認知症の方への相談支援

近隣住民などによる見守り

行方不明の認知症の方を早期発見するための取組

成年後見制度など、認知症の人の権利や財産を守

る制度の活用促進

虐待を防止する制度や取組の充実

認知症に関する相談窓口や病院、介護保険サービ

スなどの情報が簡単に収集できる仕組み（例：…

認知症の方を介護する家族の交流などができる場

（例：家族会）

認知症の人が活動する場づくり、社会参加の支援

（例：サロン・カフェ、チームオレンジなど）

介護サービスにあたる専門職の質の向上

認知症グループホームなどの施設整備

その他

特にない

わからない

今回調査（n=41） (3LA%)

新 
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●問37 地域包括ケアシステムを構築するために必要だと思われるものは何ですか。（いくつ

でも〇） 

○ 地域包括ケアシステム構築に必要なことについて、「地域の社会資源および住民ニーズの把

握」が 78.0％で最も高く、次いで「生活支援サービスの担い手の確保」が 48.8％、「地域

の見守りネットワークの強化」が 41.5％となっています。 

【地域包括ケアシステム構築に必要なこと】 

   

78.0 

48.8 

41.5 

26.8 

9.8 

34.1 

22.0 

0.0 

71.2 

65.4 

61.5 

25.0 

9.6 

26.9 

30.8 

5.8 

1.9 

0 20 40 60 80 100

地域の社会資源および住民ニーズの把握

生活支援サービスの担い手の確保

地域の見守りネットワークの強化

[今回／情報共有手段としてのICTの活用]

[前回／情報共有手段としてのICT の活用]

地域ケア会議の活性化

医療・介護サービス従事者の連携の強化

ケアシステムの構築に向けた行政の支援体制の充

実

その他

[今回調査なし]

[前回／無回答]

今回調査（n=41）

前回調査（n=52）

MA(%)
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●問38 人生の最終段階の利用者に対して、人生会議（ACP）について取り組んでいますか。

（〇は1つ） 

○ 人生会議（ACP）への取り組み状況について、「はい」が 58.5％となっています。 

【人生会議（ACP）への取り組み状況】 

 

 

 

●問39 ケアプランの作成や本人の意思決定支援におけるツールとして、エンディングノー

トを活用していますか。（〇は1つ） 

○ エンディングノートの活用状況について、「はい」が 43.9％となっています。 

【エンディングノートの活用状況】 
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ケアマネジャー業務の負担について 

●問42 現在の業務全体の負担感をどのように感じていますか。（〇は１つ） 

○ 業務全体の負担感について、「かなり負担を感じる」もしくは「少し負担を感じる」が８割

超となっています。 

【業務全体の負担感】 

 

 

 

●問43 業務負担の主な要因は何だと感じますか。（いくつでも〇） 

○ 業務負担の主な要因について、「作成書類の多さ」が75.6％で最も高く、次いで「ケアマネ

ジメント業務以外の対応」が 68.3％、「資格更新への対応」が 61.0％、「利用者・利用者家

族からの要望への対応」が 56.1％となっています。 

【業務負担の主な原因】 
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担当件数の多さ

作成書類の多さ

ケアマネジメント業務以外の対応

利用者・利用者家族からの要望への対応

他職種・関係機関との調整

給付管理業務

制度改正への対応

ICT化への対応

資格更新への対応

その他

今回調査（n=41） (MA%)

新 

新 


